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要旨 

近年、少子高齢化に伴い、日本に在留する外国人の数が増加し続けている。これに伴

い、多様な学習ニーズに対応するためには、日本語母語話者教師のみならず、非母語話者

教師の利点を活かすことが求められている。特に、媒介語を通じた支援が可能であり、学

習者と母語や文化的背景を共有し、日本語の学習経験を持つことから、母語話者教師とは

異なる視点を持っている点が注目されている。 

しかしながら、日本語教育実習では依然として「直接法」（日本語のみで教える教授

法）が主流であり、非母語話者教師や実習生が持つ「媒介語の教育的活用」といった強み

が十分に活かされていない現状がある。また、学習者のニーズが多様化する中で、直接法

だけでは対応が困難な場面も多く、柔軟な教授法の運用が求められている。  

本研究では、直接法と媒介語の併用に着目し、特に日本国内で教育実習を経験した日

本語非母語話者の実習生を対象に、アンケート調査とインタビュー調査を実施した。実習

中の媒介語使用の実態と判断基準、教授法との関連、自信や不安など感情面への影響につ

いて明らかにし、非母語話者教師の強みを活かした多様性のある教育実習の在り方を考

察・提言することを目的とする。 

調査方法 

本研究では、日本語非母語話者の実習生による媒介語使用の実態とその課題を明らか

にするため、アンケート調査とインタビュー調査を組み合わせて実施した。 

まず、アンケート調査は、日本国内の日本語教師養成課程において教育実習を経験し

た非母語話者実習生 50 名を対象に行った。調査内容は、実習の実施機関や実習地、学習

者の日本語レベルや母語構成、媒介語の使用頻度と使用場面、媒介語使用の判断理由、誤

用理解の経験および対応方法、媒介語使用に対する意識など多岐にわたる。調査はオンラ

イン形式で実施し、協力者には事前に研究の目的を説明し、同意を得た上で回答を依頼し

た。 

さらに、アンケート調査協力者の中から 2 名を対象に、半構造化インタビューを実施

した。対象者は、それぞれ「日本で日本語を使って授業を行っている非母語教師」と「母

国で媒介語を使用して授業を行っている非母語教師」であり、教育実習および現在の教育

経験に基づいた媒介語使用の実態や判断基準、自信や不安に関する語りを収集した。分析

には修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いた。 

分析結果 

アンケート調査では、実習中の媒介語使用の有無は、実習先の方針、学習者の日本語

レベルや母語の構成、授業の進行状況など、さまざまな要因によって判断されていた。媒

介語が使用された場面としては、語彙や文法の補足、誤用の説明、教室内での指示や管理

などの実践的な場面が多く、共通母語によって誤用の背景を理解できたという記述も多数

見られた。また、媒介語の使用を肯定的に捉え、使用可能な環境であれば活用したいとい

う意向を示す回答も多く得られた。 

インタビュー調査では、実習生が文法や語彙の補足、誤用の説明、学習者からの質問

への対応などにおいて媒介語を使用していたことがわかった。使用判断は学習者の理解度

や授業の状況に応じて行われており、共通母語を通じて誤用の背景を把握できた経験は、

指導への自信につながっていた。一方で、日本語のみでの授業が求められる環境におい
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て、言語表現の困難さや母語話者との比較による不安を抱く場面もあった。これらの経験

は、実習生のアイデンティティや将来の進路選択にも影響を与えていた。 

結論 

本研究では、日本語非母語話者の実習生を対象に、教育実習における媒介語使用の実

態とその判断、使用経験が実習生に与える影響を明らかにした。媒介語は、学習者の理解

支援や誤用の説明、教室運営などで有効に機能していたが、使用の自由度は実習先の環境

や方針に強く左右されていた。 

また、媒介語を通じて学習者の誤りを適切に理解・説明できた経験は、実習生の指導

への自信につながる一方、全て日本語での授業に対する不安や心理的負担も見られた。こ

うした経験は、実習生の職業的アイデンティティやキャリア意識の形成にも影響を及ぼし

ていた。 

以上の結果から、今後の日本語教育実習においては、学習者や実習生の多様性に対応

した柔軟な教授法の構築が求められる。非母語話者教師の育成においても、現場の実情や

学習者の理解を重視し、媒介語と直接法を効果的に組み合わせた実践モデルの開発が今後

の課題である。 
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